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問合せ先 常務取締役グループ企画部長

米坂 享
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平成21年３月期通期の連結業績予想の修正に関するお知らせ

平成20年10月６日に発表しました当社の平成21年３月期通期（平成20年４月１日～

平成21年３月31日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせします。

記

１．株式会社紀陽ホールディングス連結業績予想の修正内容

（１）平成21年３月期通期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（単位：百万円）

経常収益 経常利益 当期純利益

前回発表予想 平成20年10月６日発表 Ａ 88,200 8,400 8,600（ ）（ ）

今回修正予想 Ｂ 87,000 800 4,300（ ）

増減額 Ｂ － Ａ △ 1,200 △ 7,600 △ 4,300（ ） （ ）

増減率 △ 1.4％ △ 90.5％ △ 50.0％

（ご参考）前期実績（平成20年３月期） 89,558 10,617 13,359

※当社単体の業績予想につきましては、変更はございません。

（２）業績予想の修正の理由

、子会社である株式会社紀陽銀行の通期業績見込を変更することを主因とした

業績予想の修正です。詳細については、下記２．をご覧ください。

２．株式会社紀陽銀行の単体業績見込

（１）コア業務純益

政策金利の引き下げに伴い資金利益が減少し、また投資信託や個人年金保険

などの販売手数料については投資環境の混乱から厳しい状態が続くと見込まれ

、 。ますことから コア業務純益は前回公表時よりも減少すると見込んでおります

（２）有価証券関係損益

１０月以降の世界的な金融市場の混乱により発生する有価証券の損失確定処

理や減損処理を織り込んでおります。
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（３）与信コスト総額

地域経済における景況感が悪化しているなかではありますが、不良債権比率

が低下し、かつ過去に保守的な引当をおこなってまいりましたことから、与信

コスト総額は前期を下回るものと見込んでおります。

（４）法人税等

有価証券関連の損失が増加することを主因として、繰延税金資産の残高が増

加するものと見込んでおります。

（単位：億円）

前回発表時 今 回 増減額 （ご参考）

見込(ａ) 見込(ｂ) (ｂ)－(ａ) 前期実績

業務粗利益 ５３０ ４７６ △５４ ５９１

うち資金利益 ５２４ ５１６ △８ ５１７

うち役務取引等利益 ６４ ６２ △２ ６７

うち債券関係損益 △５５ △１００ △４５ ５

経 費 ３６０ ３６０ ０ ３６４

コア業務純益 ２２５ ２１６ △９ ２２１

臨時損益 △７６ △９４ △１８ △１００

うち不良債権処理損失 ６５ ６３ △２ ９３

うち株式関係損益 △１９ △４０ △２１ △２６

経常利益 ９３ ２２ △７１ １１７

特別損益 ６ ９ ３ △３３

うち償却債権取立益 １２ １４ ２ ２７

うち貸倒引当金戻入益 ０ １ １ －

うち親会社株式売却損 － － － ５１

法人税等 ８ △２２ △３０ △５

当期純利益 ９１ ５３ △３８ ８８

与信コスト総額 ５３ ４８ △５ ７６

以 上

（注）本資料の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

、 、 。り 実際の業績は 今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります


